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中部地方を襲った過去の主な災害事例中部地方を襲った過去の主な災害事例

2004年7月18日未明から福井県嶺北地域に降り始めた梅雨末期の雨
は次第に激しさを増し、早朝には1時間降水量が美山で96mm、福井で
75mmに達するなど、記録的な豪雨となった。
この豪雨により足羽川の水位は急激に上昇し、中・上流域では所に

よっては濁流が谷幅一杯に広がって流下し、JR越美北線では7つの鉄
道橋のうち5つで橋桁の落下、橋脚の転倒が発生した。また山地部で
は土石流も多数発生した。下流部に位置する福井市中心部では足羽川
左岸堤防が幅50mにわたって決壊、濁流が住宅街へと流れ込んだ。
この豪雨による被害は死者・行方不明5名、全・半壊66世帯、床上

床下浸水13,727世帯であった。

2007年3月25日9時41分、能登半島西方、深さ11kmを震源とする
M6.9の地震が発生、輪島市鳳至町などでは震度6強を記録した。この地
震による被害は、死者1名、重軽傷者は359名、全・半壊2,201棟等で
あった。
今回の地震では、震源が能登半島西岸近傍に位置し、深さが11kmと

浅く、地震のマグニチュードが6.9と比較的大きいことから、半島西岸
域での地殻変動（隆起・沈降）が予測された。そこで地震直後の3月27
日から現地に入り、被害状況を調査するとともに、海岸部での調査を
行った。その結果、震源域を中心に南北15kmにわたり、最大で40cm隆
起していること、またその北側では約10cm沈降していること等が明ら
かとなった。

上図：破堤箇所から流れ込んだ濁流は、主に
東西に伸びる県道を主な流露として西～南へ
と広がっていった。西へと広がった濁流は足
羽山等に阻まれて、湖のように滞留した（下
断面図）。洪水堆積物は、破堤地点付近では
細粒砂を主体としていたが、破堤地点から離
れるに従い、粘土質となっていった。

上写真：水田に残されていた巨礫

下写真：流失した鉄道橋
左上写真：

輪島市道下地区の倒壊した住家

右上写真：

約40cmの隆起により海水面上に顔
を出したカキ。

下図：

港の岸壁に付着したカキの高さか
ら求めた隆起量。震源域から離れ
た長手島（図左端）を不動点とし、
この地点のカキの海面からの高さ
と各地点の高さを潮汐を補正した
上で比較することにより、隆起量
を求めた。ムラサキイガイ、石灰
藻等も補助的な示標として用いた。
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